
本稿では、現在、文教大学女子短期大学部と慶尚大学校および釜山教育大学校とが共同で行ってい

る「日韓栄養食生活比較研究」の背景となった、「ヒスチジン摂取による抗肥満作用に関する研究」

の概要と、「日韓の食生活における共通点」、および「日韓栄養食生活比較研究の現状と今後の展望」

について解説する。

１．ヒスチジン摂取による抗肥満作用
著者らは食生活の健康に関する研究として、「ヒスチジン摂取による抗肥満作用」に関する研究を

行っている。

近年，カツオやマグロなど赤身魚のタンパク質に多く含まれているヒスチジンの抗肥満作用1）が，

ヒスタミンのヒスタミンニューロン活性化作用2）と関連して注目されている。筆者らはヒトを対象と

した食事調査を行い、ヒスチジン高含有タンパク質摂取により、摂食抑制作用が起こることを報告し

た3,4）。（図１）また、ヒスチジン摂取量と肥満の尺度である体脂肪率やBMIとの間には負の相関関係

があることを報告した5,6）。一方、ラットを用いた動物実験により、摂食量と摂取タンパク質中のヒ
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図１　ヒトを対象とした食事調査結果4）



近年、筆者らはヒスチジン摂取による肥満防止作

用に対する、プロリンの影響について検討している。

プロリンはイミノ酸であり、五員環構造を有してい

る。これはヒスチジンのイミダゾール基と形状が類

似している。そのために、プロリンとヒスチジンは

生体内において競争的な関係があると考えられた。

例えば、ヒスチジン脱炭酸酵素がヒスチジンをヒス

タミンへ変換するが、プロリンが存在するとこの酵

素に対し競争阻害剤となる可能性などが考えられた。

そこで、ヒトを対象とした食事調査を行い、エネル

ギー、タンパク質、ヒスチジン、プロリン摂取量を

求め、エネルギー摂取量とタンパク質摂取量当たり

のヒスチジン摂取量との相関関係に対する、タンパ

ク質摂取量当たりのプロリン摂取量の影響を調べた
13）。その結果、エネルギー摂取量とタンパク質摂取

量当たりのヒスチジン摂取量との間に認められた負

の相関関係は、タンパク質摂取量当たりのプロリン

スチジン量との間に反比例関係があることを見出した7-9）。（図２）同時に、ヒスチジン摂取による脂

肪分解促進作用とその機序（熱産生の促進）を報告した9,10）。（図３）また、これらのヒスチジンの作

用には性差があることを報告している11）。さらに、ヒスチジンの作用について、分子レベルでその機

序を調べた12）。この様にヒスチジンの摂取は肥満予防に大きな効果があることが明らかになった。図

４に、提唱されているヒスチジンの作用機構を示した。
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図２　ラットを用いた動物実験結果１9）

（ヒスチジン飼料による摂食抑制作用）

図３　ラットを用いた動物実験結果２9）

（ラットでのヒスチジン強化飼料と

内臓脂肪（後腹壁脂肪）重量）



摂取量が低いほど顕著であり、その影響は濃

度依存的であった。また、ラットを用いた動

物実験を行った結果、ヒスチジン飼料にプロ

リンを添加すると、摂取量がプロリン濃度に

依存的に増加した。（未発表）これらの結果

から、プロリンはヒスチジンの摂食抑制作用

を減弱する効果があることが示唆された。

２．日韓の食生活における共通点
日本と韓国では、魚介類を多く摂取してい

る。魚介類の摂取量と平均寿命との間には、正の相関関係があることが知られている14）。魚介類、特

に赤身魚（マグロやカツオ等）や多獲性赤身魚（サバやアジ等）は、ヒスチジン含量が高い食品であ

る13）。（図５）日本では赤身魚や多獲性赤身魚を食べる食習慣があり、鰹節やカツオだし等の赤身魚の

加工品を調理に多く用いている。韓国では赤身魚の摂取量は日本ほど多くはないものの、サバやその

加工品を多く摂取する食習慣がある。したがって、日本人と韓国人はヒスチジン摂取量が多いと考え

られる。また、日本と韓国では、主食として米を摂取している。一般的に穀類はプロリン含量が高く、

ヒスチジン含量が低い。しかし、米のプロリン含量は他の穀類の1/4程度である13）。（図６）したがって、

日本人と韓国人はプロリン摂取量が少ないと考えられる。これらのことから、米を主食とし、魚を副

食として多く摂取する日本人と韓国人は、欧米諸国の人々と比べ、ヒスチジン摂取量が多くプロリン

摂取量が少なくなる食習慣を有していると考えられる。

現在、日韓両国では高齢化に伴い、糖尿病、高血圧症、高脂血症、などの生活習慣病が増加してい

ることが、大きな社会問題となっている。これら生活習慣病は、死亡原因の上位を占めている脳血管

疾患や循環器系疾患へ繋がる恐れが高いことが知られている。そこで近年、生活習慣病の原因となる
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図４　ヒスチジンの作用機序

図５　食品タンパク質中ヒスチジン量13）



メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）が定義され15）、日本ではその予防を目指した特定保健

検診およびその改善を目指した特定保健指導が始まっている。これらの背景として、日韓両国におけ

る食生活の欧米化が考えられる。すなわち、日韓の伝統的な食生活はメタボリックシンドームや肥満

の防止および解消に有効であると考えられる。

３．日韓栄養食生活比較研究の現状と今後の展望
湘南フォーラム12号16, 17）で紹介したように、現在、文教大学女子短期大学部と慶尚大学校（大韓

民国）が中心となり、標記の日韓共同研究が行われている。この研究は，両国の食生活をさまざまな

角度から比較研究することによって，主に水産資源の利用状況と健康との関わり（たとえば，年齢ご

との水産物摂取量と食習慣の関係，水産物由来のヒスチジン摂取量と肥満の関係など）を検討するこ

とを目的としている。これまでに、日韓両国の女子学生を対象とした健康状態や栄養状態と食習慣と

の関連について報告した。今後、食習慣や食品の嗜好性とヒスチジンおよびプロリン摂取量との関連、

水産物摂取量またはヒスチジンおよびプロリン摂取量と肥満や健康状態との関連について調べる予定

である。日韓の伝統的な食習慣がメタボリックシンドロームや生活習慣病の予防や解消に有効である

ことを提唱したいと考えている。
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図６　食品タンパク質中ヒスチジンおよびプロリンの分布13）
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